

















































































㌔ ≧ T>11で､ 『速いダイナミックスの
1Tを一定のまま､Lを増やして トー タルの時間
スケール差を105程度にしても本論で述べる結果は
維持される｡重要なのは､LでなくTである｡
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｢非平衡系の新局面一運動 ･機能 ･構造-｣
統計的性質を変えると遅いダイナミックス
の統計的性質が変わる』ことを以下の数値
実験を通して示した
数値実験 :一番速い素子(i-1)の制御
パラメータのみを変えて､一番速い素子に
分岐を起こした場合に､一番遅い素子(i-
L)の遅い時間スケールの定性的(統計的)
性質に変化が起こるかどうかを見る｡
下図は､横軸に一番速い素子(i-1)の
制御パラメータ､縦軸に遅いスケールの統
計的性質として､一番遅い素子の時系列か
ら高周波成分を除去した2分散を示す｡凡
例に示すようにマークは(L,T)に対応す
る｡7≦L≦11のみで依存性がある.
rati=1
ここで示した性質は､個々のエレメント
にR6ssler方程式を用いた場合にも見られ
た｡以下に共通する性質を示す｡
1.隣あう近い時間スケールの素子の間に
Coherence(引き込み等)があることC
引き込み理論と同様､非線形性があ
り､丁がそこそこ小さければよい｡
2.分岐カスケード｡
これを実現するには､引き込み条件に
加えた何らかの条件が必要である｡こ
れについては研究中で､カスケードの
ロバストネスの理解､さらに､スケー
ル方向に伝達変換出来る/出来ない性
質の区別に至るための重要な性質であ
ると考えている｡また､パラメーター
2速いスケールでの変化の直接的な寄与を除き､
遅いスケールに現われる変化のみを測定するため｡
の変え方が分岐を跨ぐような変え方で
ないと上述の依存性は見られない｡
3･操作(或は､依存性)に関する時間ス
ケール方向の非対称性｡
この場合､速いダイナミックスに遅い
素子のパラメータ変化の依存性は見出
されないQ遅いダイナミックスはパラ
メー ター(relevant)で速 いダイナ
ミックスが変数(irrelevant)という隷
属化原理(断熱近似)の描像とは反対
の関係である｡
これらの性質は､非常に一般的であり､
次のような非線形力学系研究の方向性が非
常に有望であることを示唆する:様々なス
ケール(モード)が独立でもなく､混合的
でなく､系全体を貴く力学的Coherenceを
有する系3｡このような性質を持つ力学系
の世界の知見を豊かにすべく以下のモデ
ルの研究にも取り組んでいる｡これらの系
においても､本論で述べた中間的なスケー
ルで中継することによる速い(ミクロ)ス
ケールから遅い(マクロ)スケールへの統
計的性質の伝搬が可能であり､それを成立
させるには上述の3つの性質(に近い性質)
が必要であることを見出している｡
●convectiveinstability along time
scales:カオス的な不安定性の代わり
に､convectiveinstability(移流不安
定性)という流れに沿って乱れが増幅
していく空間的な不安定性を持つダ
イナミックスを1素子に用いる｡上述
の統計的性質の伝搬には､traveling
waveのように単に伝搬する性質だけ
でなく､不安定性が必要であることを
経験的に見出している｡
｡階層的Turingpattern:1素子に反応
拡散方程式を用意し､時間スケールの
代わりに空間スケールを等比級数的に
分布させて相互作用させる｡
3情熱 こ研究されている非線形振動子の集団運動
もこのカテゴリーに近いが､どのレベルで共通性が
見出せるのかは現時点では､はっきりしていない｡
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